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（論文審査の要旨） 
 学位申請論文「Inhibition of denture plaque deposition on complete dentures by 
2-methacryloyloxyethl phosphorylcholine polymer coating: a clinical study」について，上記の
主査 1 名，副査 2 名が個別に審査を行った．  
poly(MPC-co-n-butyl methacrylate-co-2-metahcryloyloxyethyloxy-p- azidobenzeoate ) 
(PMBPAz)で処理した全部床義歯表面におけるデンチャ−プラークの堆積抑制効果を臨床的に評価す





った . PMBPAz コーティング群の平均プラークカバー率はそれぞれ 17.4±12.0%，15.0±9.9%で，
対照群と比較して粘膜面，研磨面ともに有意に減少していた (p<0.05)．また，バイオフィルム定量
試験についても，PMBPAz コーティングにより有意に減少し約 1/5 の量になった (p<0.001)．以上



































可能性が示唆されており，デンチャープラークを 40%以下にすることは 1 つの目安として考えている． 
主査 宮崎委員の質問とそれらに対する回答： 











らに確認するために上記の質問をしたところ, 明確かつ適切な回答が得られた.  
 以上の審査結果から, 本論文を博士（歯学）の学位授与に値するものと判断した. 
（主査が記載） 
